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鹿児島における記録的な大雨

平成 27 年 6 月の記録

■ 平年の 3倍の月降水量 ■

図 1に鹿児島地方気象台観測開始注 1）からの６月の月降水量１)と平年値（1981-2010）を示す。

鹿児島地方気象台の先月６月の月降水量は『１３００．５mm』を記録し、平年値『４５２．３mm』の３倍近い記

録的な大雨となり、またこれまでの６月の月降水量の最大値『９９４．５ｍｍ（１９１５年）』の１．３倍近い記録とな

った。
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鹿児島地方気象台における6月の月降水量

統計期間： 1883年～2015年6月30日まで

6月降水量

平年値（6月降水量）

降水量(mm) 今年の6月の月降水量

1300.5mm（2015）

6月の月降水量の

平年値（1981-2010）
452.3mm

2015年の月降水量

これまでの極値

994.5mm（1915）

図１ 鹿児島地方気象台における６月の積算降水量の経年変化と平年値

（気象庁観測データをもとに弊社が作成）

注 1） 鹿児島地方気象台の月降水量の統計開始年は１８８３年である。

なお、今年に入ってからの６月末までの総降水量は『２０７５mm』と、年間降水量の平年値（1981-2010）『２２

６５．７mm』に近い記録的となっている。

■ ６月の降水量の主な統計値 ■

鹿児島地方気象台における６月の降水量の主な統計値２）とこれまでの極値３）を表１に示す。

月降水量は統計開始からの極値を更新した一方、日降水量や日最大１時間降水量はこれまでの極値の半

分以下の値にとどまっている。

表１ 鹿児島地方気象台における６月の降水量の主な統計値２）とこれまでの極値３）

要素
今年 6 月の値注 2）

（起年月日）

これまでの極値

（起年月日）
統計開始年月

日降水量の最大値 160mm （2015/6/25） 324mm （1995/ 8/11） 1883 年 1 月

日最大 10 分間降水量の最大値 18.0mm （2015/6/24） 33mm （1998/10/ 7） 1938 年 7 月

日最大 1 時間降水量の最大値 42.5mm （2015/6/24） 104.5mm （1995/ 8/11） 1902 年 1 月

月降水量 1300.5mm 1054.5mm （1993/ 7） 1883 年 1 月

年降水量 2075mm 注 3） 4022mm （1993） 1883 年

注 2）2015 年 7 月 1 日時点の統計値
注 3）2015 年 1 月 1 日～6 月 30 日までの総降水量
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■ 豪雨災害が発生しやすい雨量値（比較的短い期間の雨量）と今年の６月の雨量値の比較 ■

電気協同研究４）では、1989 年から 2007 年までの気

象庁で報告された一般的な豪雨災害（被害を総合的に

みて規模の大きなもの、社会的な関心・影響度が高い

もの）のみ 84 件を抽出し、豪雨災害の発生しやすい気

象上条件について調査している。

そのうち、日降水量と時間降水量による豪雨災害発

生頻度を図２に示す。日降水量は 200mm 以上、時間

降水量は50mm以上になると豪雨災害発生件数が多く

なっていると示されている。

今回、鹿児島地方気象台で記録された６月の日降水

量と 1時間降水量の最大値（表 1）は、上記に示す降雨

災害発生件数が多くなる雨量値に比べ、わずかに少な

い値にとどまっている。
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図２ 豪雨災害発生時の降水量 4)


